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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第116期

第３四半期
連結累計期間

第117期
第３四半期
連結累計期間

第116期

会計期間

 
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

 

 
自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

 

 
自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

 

売上高（百万円） 61,221 61,435 85,200

経常利益（百万円） 3,312 3,832 4,996

四半期（当期）純利益（百万円） 1,908 2,278 5,271

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
2,557 7,447 9,913

純資産額（百万円） 69,288 83,365 76,648

総資産額（百万円） 108,260 123,540 116,358

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
35.15 41.96 97.10

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 62.2 65.3 63.8

　

回次
第116期

第３四半期
連結会計期間

第117期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

 
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

 

 
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

 

１株当たり四半期純利益金額（円） 17.45 16.85

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。 

　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　　　　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。  

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

（１）業績の状況　

当第３四半期連結累計期間の経済状況は、海外では、景気低迷が続いた欧州に景気底打ち感が見え始めるとと

もに、米国経済で消費や設備投資の改善によって緩やかな回復が続き、中国やアセアン諸国は、鈍化傾向にあり

ましたものの引き続き成長が継続いたしました。国内では、円高是正による輸出関連企業の業績改善や消費回復

の兆しなどで、景況感に持ち直しの動きが広がってまいりました。

当社グループの事業環境につきましては、海外では、中国をはじめ、インドネシアなどアセアン諸国やメキシ

コなどの新興国市場で、主に国内からシフトした自動車関連向けの設備投資が堅調に推移いたしました。国内で

は、自動車関連を中心に需要先業界に設備余剰感がある中、サポート事業を強化することで、アフターマーケッ

トであるメンテナンス部品や消耗品の需要により下支えされました。

　こうした情勢下、当第３四半期連結累計期間の受注高は66,695百万円（前年同四半期比12.3％増）、売上高は

61,435百万円(同0.4％増)、受注残高は30,420百万円(同21.0％増)となりました。

　収益面につきましては、販売管理費等の増加があり、営業利益は2,364百万円(同13.4％減)となりました。経常

利益は、持分法による投資利益456百万円や為替差益434百万円などの営業外収益があり、3,832百万円(同15.7％

増)を計上し、四半期純利益2,278百万円(同19.4％増)となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

[鋳造分野]

中国、アセアン市場での自動車部品向け鋳造装置や自動注湯装置が堅調に推移いたしましたが、欧州市場での

鋳造設備、北米市場でのシェールガス採掘向けサンドコーティング設備が低調であったため、売上高は21,292百

万円（同11.6％減）となりました。

営業利益につきましては、売上減の影響により、1,326百万円（同21.7％減）となりました。

[表面処理分野]

表面処理装置は、造船向けへの大型表面処理設備の需要が一巡いたしましたが、メキシコやアセアン市場で自

動車部品向けショットピーニングマシンが堅調に推移するとともに、国内では、復興需要を受けた鉄骨向け

ショットブラスト装置が上向きました。装置に使用する投射材は、南米やアセアン市場で堅調に推移し、売上高

は25,470百万円（同5.7％増）となりました。

　営業利益は、中国や国内市場で投射材の厳しい価格競争の影響があり、2,075百万円（同12.2％減）となりまし

た。

[環境分野]

　工作機械向け小型汎用集塵機やメンテナンス部品の需要は堅調でしたが、ＶＯＣガス浄化装置は自動車塗装ラ

イン向けに大型受注があったものの、水処理装置とともに売上が低調に推移したことにより、売上高は5,547百万

円(同8.3％減）となりました。

　営業損益は、販売減の影響により、43百万円の損失計上（前年同四半期は営業利益31百万円）となりました。

[搬送分野]

国内では、グラビティコンベア、パワーコンベアともに低調でしたが、食品・流通業界向けシザーリフトが堅

調に推移するとともに、北米市場での自動車部品向け搬送装置が回復傾向となり、売上高は3,864百万円（前年同

四半期比5.7%増）となりました。

　営業利益は、搬送装置の厳しい価格競争により、81百万円（同56.7％減）となりました。

[特機分野]　　

液晶パネル向けハンドリングロボット、資源・エネルギーの再利用向け造粒装置は低調でしたが、自動車部品

の生産設備向けサーボシリンダや検査装置が好調に推移するとともに、中国での有機ＥＬ向け精密計測機器の寄

与があり、当分野の売上高は5,978百万円（同48.7％増）となりました。

　営業損益は、売上ボリュームの回復により、営業損失を大幅に圧縮しましたが、20百万円の損失計上（前年同

四半期は426百万円の損失）となりました。
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（２）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は1,114百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

（４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状

と見通しについて、重要な変更はありません。

　　

（５）経営者の問題認識と今後の方針について

　当第３四半期連結累計期間において、経営者の問題認識と今後の方針について、重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 230,476,000

計 230,476,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成26年２月14日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 56,554,009 56,554,009
東京証券取引所市場第一部

名古屋証券取引所市場第一部

単元株式数

100株　

計 56,554,009 56,554,009 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年10月１

日～　　　　平成25

年12月31日　

－ 56,554,009 － 5,752 － 6,195

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　　

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  2,262,000
― 　　　　　―

完全議決権株式（その他） 普通株式 54,213,600 542,126 （注）

単元未満株式 普通株式     78,409 ― ―

発行済株式総数 　　　　  56,554,009 ― ―

総株主の議決権 ― 542,126 ―

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄には、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式

が1,000株含まれております。なお、「議決権の数」欄には、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質

的に所有していない株式に係る議決権の数10個を含めておりません。

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

新東工業株式会社

（注）

名古屋市中区錦一

丁目11番11号
2,262,000 － 2,262,000 4.00

計 － 2,262,000 － 2,262,000 4.00

（注）　１.上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権の

　　　　　 数10個）あります。

　　　　　 なお、当該株式数は「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含まれております。

　　　　２.当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は2,262,600株であります。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,150 19,042

受取手形及び売掛金
※3 29,090 ※3 26,742

有価証券 7,320 7,828

製品 2,976 2,327

仕掛品 4,026 5,973

原材料及び貯蔵品 2,951 3,200

その他 2,560 2,458

貸倒引当金 △179 △201

流動資産合計 65,897 67,372

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,162 10,271

機械装置及び運搬具（純額） 5,902 6,259

その他（純額） 6,633 7,522

有形固定資産合計 22,698 24,053

無形固定資産

のれん 581 603

その他 1,785 1,948

無形固定資産合計 2,366 2,551

投資その他の資産

投資有価証券 21,286 26,335

その他 4,143 3,256

貸倒引当金 △34 △30

投資その他の資産合計 25,395 29,562

固定資産合計 50,460 56,167

資産合計 116,358 123,540
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※3 13,425 ※3 12,663

1年内償還予定の社債 232 232

短期借入金 1,761 1,108

未払法人税等 475 302

賞与引当金 1,711 970

役員賞与引当金 111 71

プラント保証引当金 316 313

受注損失引当金 118 108

その他 7,364 8,307

流動負債合計 25,518 24,079

固定負債

社債 198 66

長期借入金 7,114 7,404

退職給付引当金 2,224 1,999

役員退職慰労引当金 206 231

環境安全対策引当金 67 67

資産除去債務 114 114

その他 4,266 6,211

固定負債合計 14,192 16,094

負債合計 39,710 40,174

純資産の部

株主資本

資本金 5,752 5,752

資本剰余金 6,269 6,269

利益剰余金 60,200 61,745

自己株式 △1,306 △1,307

株主資本合計 70,916 72,460

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,068 7,617

繰延ヘッジ損益 △0 －

為替換算調整勘定 △1,691 624

その他の包括利益累計額合計 3,376 8,241

少数株主持分 2,355 2,663

純資産合計 76,648 83,365

負債純資産合計 116,358 123,540
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 61,221 61,435

売上原価 44,010 43,423

売上総利益 17,210 18,012

販売費及び一般管理費 14,480 15,648

営業利益 2,730 2,364

営業外収益

受取利息 64 92

受取配当金 242 347

為替差益 － 434

持分法による投資利益 394 456

その他 122 316

営業外収益合計 824 1,648

営業外費用

支払利息 102 117

その他 139 62

営業外費用合計 242 179

経常利益 3,312 3,832

特別利益

固定資産売却益 7 24

投資有価証券償還益 － 90

その他 － 0

特別利益合計 7 115

特別損失

固定資産売却損 1 3

固定資産廃却損 15 17

投資有価証券評価損 44 19

減損損失 10 －

特別損失合計 72 40

税金等調整前四半期純利益 3,247 3,907

法人税、住民税及び事業税 671 637

法人税等調整額 462 829

法人税等合計 1,134 1,467

少数株主損益調整前四半期純利益 2,112 2,439

少数株主利益 204 161

四半期純利益 1,908 2,278
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,112 2,439

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 546 2,549

繰延ヘッジ損益 － 0

為替換算調整勘定 △146 2,180

持分法適用会社に対する持分相当額 45 277

その他の包括利益合計 445 5,007

四半期包括利益 2,557 7,447

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,345 7,143

少数株主に係る四半期包括利益 212 304
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１.保証債務

  連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。　

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

サイアムブレーター社 8百万円 －百万円

（外貨建）　    （2百万バーツ） －

タイ新東工業社 －  82

（外貨建）　 －    （25百万バーツ）

　　　　　計 8 82

　　（注）上記の外貨建保証債務は、四半期連結決算日の為替相場により換算しております。　　

　

２.受取手形割引高、受取手形裏書譲渡高及び輸出手形割引高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形割引高 32百万円 40百万円

受取手形裏書譲渡高 22 18

輸出手形割引高 27 277

　

※３.四半期連結会計期間末日満期手形

 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとお

りであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）　
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 1,222百万円 1,063百万円

支払手形 257 328

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額は、次のとおりであり

ます。

　
　前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 1,535百万円 1,840百万円

のれんの償却額(純額） 41 53

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月25日

取締役会
普通株式 325 6.0 平成24年３月31日 平成24年６月８日 利益剰余金

平成24年11月７日

取締役会
普通株式 325 6.0 平成24年９月30日 平成24年12月７日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　配当金支払額
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（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月29日

取締役会
普通株式 380 7.0 平成25年３月31日 平成25年６月11日 利益剰余金

平成25年11月８日

取締役会
普通株式 352 6.5 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　

　報告セグメント　
その他
（注）
１　

合計
調整額　
（注）
２　

四半期連
結　

損益計算書
計上額　
（注）３　

鋳造
分野

表面処
理分野

環境
分野

搬送
分野

特機
分野

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への　
売上高

23,745 24,091 5,775 3,627 3,897 61,136 84 61,221 － 61,221

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

345 0 272 26 123 769 1,420 2,190 △2,190 －

計 24,091 24,091 6,048 3,654 4,020 61,906 1,505 63,411 △2,190 61,221

セグメント利益
　又は損失（△）

1,694 2,363 31 188 △426 3,851 85 3,937 △1,207 2,730

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設計、情報関連及び福利厚生事

         業等を含んでおります。　

　 　 ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,207百万円には、セグメント間取引消去24百万円、各報告セグメ

         ントに配分していない全社費用△1,231百万円を含んでおります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

         ない研究開発費及び本社管理部門に係る費用であります。　

 　　 ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　

　報告セグメント　
その他
（注）
１　

合計
調整額　
（注）
２　

四半期連
結　

損益計算書
計上額　
（注）３　

鋳造
分野

表面処
理分野

環境
分野

搬送
分野

特機
分野

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への　
売上高

20,978 25,469 5,284 3,834 5,779 61,346 89 61,435 － 61,435

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

314 0 262 29 199 805 1,350 2,156 △2,156 －

計 21,292 25,470 5,547 3,864 5,978 62,152 1,440 63,592 △2,156 61,435

セグメント利益
　又は損失（△）

1,326 2,075 △43 81 △20 3,419 44 3,463 △1,099 2,364

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設計、情報関連及び福利厚生事

         業等を含んでおります。　

　 　 ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,099百万円には、セグメント間取引消去95百万円、各報告セグメ

          ントに配分していない全社費用△1,195百万円を含んでおります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

　　　　　ない研究開発費及び本社管理部門に係る費用であります。　

 　　 ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 35円15銭 41円96銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,908 2,278

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,908 2,278

普通株式の期中平均株式数（株） 54,293,313 54,292,270

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

（１）決算日後の状況

　特記事項はありません。　

　

（２）訴訟

　現在係争中の訴訟事件は次のとおりであります。

　

　当社が平成15年12月にシモダ産業株式会社（以下「原告」という）に納入したＡＳＲ溶融リサイクル設備（以下「本件

設備」という）が、平成19年７月に発生した新潟県中越沖地震によってほぼ全壊し、使用不能となったところ、平成20年

２月に原告から、本件設備には重大な瑕疵があったとして、本件設備の請負契約に係わる瑕疵担保責任に基づき、建て替

え費用に相当する損害賠償を請求する訴訟を受けておりました。　

　これに対し、平成25年12月25日付で新潟地方裁判所長岡支部において、本件設備には重大な瑕疵は存在しないとする当

社の主張を全面的に認め、原告の請求を棄却する判決が言い渡されました。

　この判決に対して、原告から同判決を不服として平成26年１月８日付で東京高等裁判所へ控訴がなされましたが、当社

は引き続き原告の請求は失当である旨を主張してまいります。

　

（３）配当に関する事項

　平成25年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　①配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・352百万円

　②１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・６円50銭

　③支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・平成25年12月９日

　（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

    平成26年２月10日

新東工業株式会社    

取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西松　真人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥田　真樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新東工業株式

会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新東工業株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係　

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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